
１号機タービン建屋滞留水処理に関するフロー（今後の調査・検討状況に応じて適宜見直し）
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赤線：タービン周辺地下水位（山側、いずれかのタイミングで一定に制御）

青線：1号タービン建屋水位

資料3

建屋床面（O.P.1900）
までの建屋水位低下

操作開始

滞留水の油分分析
水処理設備への影響

滞留水有無未調査エリアの調査
滞留水の状況が確認出来ていない

エリアについて調査を実施

タービン建屋全エリア調査
のための除染要否

タービン建屋全エリア
残水有無の調査

要

否

残水有り

残水無し

滞留水有り

滞留水無し

有り

無し

・対応② 建屋滞留水表面の油分処理

・対応① 復水器エリアの滞留水移送（移送設備の設置）

・対応③ ダスト対策

・対応④ 残水調査・残水抜き

・対応① 滞留水移送設備の設置・移送（未調査エリア）

・対応④ 残水移送

油分処理

タービン周辺地下水位（海側）

残水の移送、雨水・地下水の流入抑制
・残水の移送(*2、*3)
・建屋水位低減後でないと流入が確認でき
ない箇所について、流入抑制を実施。

追加の除染の実施

・対応④ 残水移送
・対応⑤ 雨水・地下水の流入抑制

滞留水浄化の検討・実施
滞留水の移送先の水処理設備に対
する負荷低減の観点から滞留水浄
化の検討・実施

※１
案１）１階からの遠隔投入、 案２）OP4900からの遠隔投入
案３）OP1900の除染・滞留水の荒抜きを行いOP1900面から直接投入

▽地下水位<O.P.1900
までの水位低下操作開始

(*1) 除染に関するNDF技術紹介は「資料３ 参考1a,1ｂ」参照

(*2) 低レベルまでの滞留水移送に関するNDF技術紹介は「資料３ 参考1c」参照

(*3) 残水処理に関するNDF技術紹介は「資料３ 参考1d」参照

・対応⑤ 雨水・地下水の流入抑制

▽建屋水位O.P.1900までの水位低下操作開始

▽建屋水位O.P.1900

滞留水の移送（所内ボイラ室、ディーゼル発電機室）
滞留水が確認されている所内ボイラ室、ディーゼル発電機室の
滞留水を移送

滞留水移送設備の設置
滞留水の移送

所内ボイラ室、ディーゼル発電機室に加え新たに
確認されたエリアについても滞留水を移送(*2)

油分回収

作業エリアの除染
移送設備設置の作業環境に応じO.P.4900、

O.P1900の除染を実施(*1)

移送設備の設置※１

O.P1900レベルまで水を抜くための移送設
備（ポンプ等）を床ドレンサンプへ設置(*2)

ダスト飛散抑制方法の調査・実施
ダスト濃度の推定結果を踏まえ、建屋壁面・床面からのダ
スト飛散抑制の観点から発生源の除去（除染等）（*1）
、飛散防止、拡散防止等の対策の実施を検討

復水器内水抜き方法検討・水抜き
復水器内部残水の水抜き方法の検討・実施。
高い濃度の放射性物質・塩分を含むため早期に処理を計画

雨水・地下水の流入抑制
建屋水位を低減する前に対応可能な箇所（コントロールケーブ
ルダクト等）について、流入抑制を実施

１号機原子炉建屋(R/B)からの滞留水流入抑制
１号機原子炉建屋の水位を１号機タービン建屋と
の連通箇所（O.P.3200）以下まで低下させ原子炉建
屋からタービン建屋への滞留水流入を抑制する

地下水位を＜O.P.1900
とする操作開始

H27年度 H28年度


